
 

クラブライフを 
 

おもしろく 
 

 プリンスクラブ小野会長期が始まって早１ヶ月。 

まだ入会して３年も経っていないにもかかわらず副会長という

大役を頂き、期待と不安が入り交じる中、早く会長を支える存

在になりたいと思いクラブライフを送っています。 

 その小野会長期の主題は「クラブライフをおもしろく」です。正直この主題を初めて見

たとき、会長もなかなか難しい主題を置くなと思いました。というのも、この「おもしろ

い」について考えていたのですが、この言葉は形容詞で主観的な表現であり人により感じ

方は様々。そのため、年齢が倍以上違う人で構成されるクラブのメンバー全員が何か一つ

のことについて「おもしろい」と感じることは難しいのではないかと思いました。 

ただ、この「おもしろい」の意味について辞書を引けば、 

①興味をそそられて心が引かれるさま 

②つい笑いたくなるさま 

③心が晴れ晴れするさま 

④一風変わっている、普通と違っていて珍しい 

と様々です。つまり、感じ方は人により様々でその捉え方も幅広いので、一人一人が「お

もしろい」と感じることを行えばこの主題は達成するのではないかと思います。 

そして、これは決して受け身になっていたら感じられない、自らが能動的に行動すること

ではじめて「おもしろい」と感じるのではないでしょうか。そのためには、今までやった

ことのない何かに挑戦し、新しいことを体験することでより「おもしろい」と感じるよう

になると思います。 

 小野会長はFacebookを広めることも、「クラブライフをおもしろく」するツールの一つ

として考えておられます。このFacebookは今の２０代、３０代の殆どの人がやっており、

中にはビジネスとしてもこれを利用することで成功している人も大勢います。Facebookは
今の状況や気になっていることを、自らがアップして友人とかに公開するものです。また

逆に、友人の状況も見ることができるので、普段なかなか会えない遠距離にいる人の状況

なども知ることができます。小学校や中学校の懐かしい友達に出会えたりもします。そし

てFacebookの機能の一つとして、友人が公開している日記やコメントに対して自分がおも

しろいと感じたら「いいね！」というボタンを押すことができるのですが、プリンスクラ

ブの活動の中でもみなさんの心の中の「いいね！」を増やしていくことができればと思い

ます。 
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題 

Be the light of the world   世を照らす光となろう 

Years bring wisdom   歳月は Y’ｓ をワイズ(賢者)にする 
Let Y’smen Light Shine before Others in the club, in the community, in the world  
先頭に立ってワイズの光を輝かそう クラブで、地域で、国際社会で 

『出会い』 『ふれあい』 『磨きあい』 

愛と奉仕の継続を    ～メネットのやさしさを奉仕のすみずみまで～ 

聖    

句 

「 クラブライフをおもしろく 」 

副会長  荒木 利彦 

会長主題 

１日(水)第一例会   
「とことん自己アピール」 

メンバースピーチ例会 

趣味や仕事の話など、新

たなあなたを見つけてもら

える機会です。 

 

２２日(水) 納涼例会 
キンキンに冷えたビールを

飲んで、この暑さを吹っ飛

ばしましょう。 

アサヒビアレストランを予定

しています。メン無料、メ

ネット３千円。 

８月 例会案内 

例会出席 

７月第一例会    ９名 

７月第二例会   １２名 

在籍者数     １６名 

広義会員数     ２名 

出席率     ８５.７％ 

ＢＦポイント 

ファンド 

ニコニコ 

切 手        0pt 

現 金        0円 

累 計        0円 

ワーク飲み物   2,732円 

 

 

累 計      2,732円 

７月第一例会     0円 

７月第二例会  7,670円 

累 計     7,670円 

喜ぶ人とともに喜び、泣く人と共に泣きなさい。 
ローマの信徒への手紙 第12章15節 

Youth Activities 



三木 貴夫 

 ７月８日（日曜日） 曇り時々晴れ。小野会長期、初めての例会はＹＭＣＡサバエ

キャンプにおけるワ-クで幕を開けました。参加メンバー１０名が、２つのグループに分

かれてキャンプ場施設の補修にあたりました。小野、三村グループはライオンズキャ

ビンの内装の補修。 そのほかのメンバー

は、プリンスクラブが 建設、寄贈した炊事

棟の整備と補修を 行 い ま し た。毎 年 の

作業なのでメンバー 一同手馴れたも

の で す。初 参 加 の 飯 尾、山 口

Ｙ’sも初めてとは思 えない 手 際

よさで炊事棟の方は 午前中でほぼ

完了。物足りないメ ンバーは、頼ま

れもしていないキャ ビンの防腐剤塗

りに精を出していま した。今回印象に

残ったのは、珍しく 西村Ｙ’sが草刈機

を肩から担いで、汗 だくで雑草と格闘され

ている姿でした。草刈機がよっぽど面白かったんでしょうね。そして私は、前々日に

ギックリ腰になってしまい、写真を撮って、カレーを食べただけのワークになってしま

いました。毎年のワイズメンの奉仕で、サバエキャンプ場も見るたびに綺麗になってき

ています。一時、松枯れがひどく茶色の目立つサバエでしたが、沢山のワイズメンズ

クラブによる植樹や芝生の養生のおかげで、今年はすごく緑が多く感じました。この

夏もここで、沢山の子供達の笑顔が見れたらいいな。そんな風に思った一日でした。 

 

２０１２．７．８ 
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7月第一例会  サバエキャンプ場開設ワーク 

堤 典子 

 7月1日（日）、サバエキャンプ場開設ワークが行われました。ウェルクラブは今期初

の例会として中村会長の下、全員で参加する事が出来ました。 

 当日は“これぞ梅雨！”とでも言うかのような雨、雨、雨の１日となり、猛暑には悩まさ

れなかったものの、雨なのか汗なのか、ずぶ濡れとなりながらのワークとなりました。 

 今回ウェルクラブは二名のリーダー達と共にライオンズキャビンの床板の張り替えを

担当しました。 先ずは古い床板をめくるところから始まったのですがそこは中村会長

お手の物、松田ワイズと共に見事な手際の良さで作業を進めて行かれました。

ですが、開けてびっくり！張り替えだけでなく、基礎自体の補強が必要

な事が判明し、思いの外ハードな作業となりました。リーダー達

は床板を運ぶ、メンバー四名は測る、切る、張ると必死の流れ

作業で進めていきました。  

 昼食には毎年恒例の美味しいカレーとフルーツを頂き、午後

からに向けての元気を養う事が出来ました。 松田ワイズがお仕事

の都合上少し早めに帰られた後は中村会長に仕上げてもらうのを

小田ワイズと共に手伝うという形での作業、結局夕方頃まで頑張り満

足のいく出来となりました。今年の夏にまっさらな床板の上で子供達

が元気にはしゃいで楽しんでいる姿を想像しながら帰路に着きました。 

 中村会長、松田ワイズ、カナヅチの振り過ぎで腕が痛くなったのではな

いでしょうか？小田ワイズ、雨の中慣れない作業で本当に大変だった事で

しょう。リーダー達、雨に濡れっぱなしで風邪などひかなかったですか？ 

本当に皆様、お疲れ様でした。 

●今月は、サンライズたより、西条だよりを、お休みさせていただきます。 



 

ホームページ アドレス  http://www.prince-ys.com 

 ７月１８日ウェルも参加されて第２例会が西村ワイズの司会で開催されました。 

小野会長の今期、初めての開会点鐘です。第１例会はサバエワークの為、聞くこと

が出来ませんでしたが、力強くこれからスタートする気持ちが伝わってきました。 

ワイズソング斉唱の後、小野会長より前回のサバエワークの報告と、新年

度の会長主題、活動方針が説明されました。 

 今期の主題は「クラブライフをおもしろく」、これは明治維新の高杉晋作

の辞世の句～おもしろきこともなきよにおもしろく、すみなすものは心なりけ

り～から引用されたそうです。 

今の時代、よく幕末の時代と似ていると言われます

が、政治・経済・教育の行き詰まり、新聞紙面では暗

いニュースばかり、メンバー共々おもしろき事も無き世

におもしろくを実践したいと思います。 

 役員会・委員会報告でYサより８月１８日１９日に開

催される青い空と白い雲キャンプに参加の案内が有

り、YMCAからは前回のサバエワークの感謝をいただ

きました。 

 楽しい食事の後、定時総会が始まり、２０１１～２０１２

年度の第１号議案、各グループより事業報告がありま

した。 

Aグループは廣井委員長より、ファンド事業・EMC交

流事業・ドライバー事業についての活動報告と決算

報告があり、Bグループは森委員長より、Yサユース事

業・地域奉仕環境事業・広報ブリテン事業についての

活動報告と決算報告がありました。 

前期は２月に２５周年記念例会があり、西村実行委員

長より記念例会の事業報告と決算報告がありました。 

 第２号議案は荒木ワイズから会計報告、森ワイズか

ら会計監査報告がありました。 

無事、１号議案、２号議案、共に全員一致で承認さ

れ、岡西直前会長から一年間のお礼を述べられまし

た。「全ての者が一つと成る為に」の主題の基で、記

念例会もあり大変な一年だったと思います、本当にお

疲れ様でした。 

 続いて２０１２～２０１３年度の第１号議案、小野会長

より今年度の事業計画についての方針と、会長みず

から２歩も３歩も前に出て牽引する意気込みの説明が

ありました。 

 第２号議案は年間スケジュールの報告、第３号議案

は各グループより事業計画が報告されました。Aグ

ループは岡西委員長からファンド事業・EMC交流事

業・ドライバー事業、Bグループは三村委員長からYサ

ユース事業・地域奉仕環境事業・広報ブリテン事業に

ついての活動計画と予算が報告されました。 

各議案は全員一致で承認され、いよいよ「クラブライ

フをおもしろく」のスローガンで今期がスタートしまし

た。 

本日の例会は審議が多く、大幅に終了時間が延長され、皆様、大変お疲れ様でし

た。 

２０１２．７．１８ 

飯尾 豊 

掲示板より 

 最近トレッキングにはまり込

んでいる私。７月の３連休の初

日、天気は曇り時々雨。でも

せっかくのお休みなので、京都

府で２番目に標高の高い峰床

山に登りました。朽木中村か

ら、京都唯一の高層湿原“八

丁平”を経て峰床山山頂。フィ

ニッシュは朽木坊村“昨年マイ

マイキャンプがあったキャンプ

場の所”まで約１５キロほど歩

きました。中でも特筆は“八丁

平”京都にこんな素晴らしいと

ころがあったのかと言うのが正

直な感想。写真ではなかなか

伝わりませんがまさに“桃源

郷”でした。しかし閉口したの

が、山ヒルのアタック。湿度が

高い天候の上に谷筋に沿って

の登山道なので、足から這い

上がってくるやつがいると思う

と、上から降ってくる兵も。まさ

にヒルの中をくぐっての登山で

した。僕も２ヶ所噛まれました。

毒がある訳ではないのです

が、噛まれると数時間出血が

止まりません。昨年マイマイの

子供達と、比良の武奈ヶ岳に

登った時も、子供達が沢山ヒ

ルに噛まれていましたが、どう

やらこの葛川沿いの山域はヒ

ルの天国みたいですね。このト

レッキングがたたって１週間前

にやらかしたギックリ腰が又悪

化。せっかく痛みが取れていた

のに又振り出しに戻りました。

とほほ・・・ 

三木 貴夫 

7月第二例会   定期総会 



１．ワイズワーク感謝！ 

６月24日(日)にはリトリートセンター夏季準

備ワーク、７月1・8日(日)にはサバエキャン

プ場設営ワークのご奉仕、多くのワイズメン

のご協力ありがとうございました。おかげさ

まで、夏のプログラムも順調にスタートする

ことができました。 

“多くの子供たちに素敵な夏を”とＹＭＣＡス

タッフ、ボランティアリーダー一同、プログラ

ムの工夫やトレーニングに懸命にがんばっ

ております。 

また、９月２日(日)にはリトリートセンター秋

期準備ワークを予定しております。 

よろしくお願い致します。 

 

２.後期募集のお知らせ 

グローバルアウトドアクラブ・スイミング・体

育 

一般の方の後期募集がはじまります。 

お知り合いの方でご興味のある方がいらっ

しゃいましたら是非お勧めください。 

ご継続の方で定員に達しているクラスもご

ざいます。詳しくはお問い合わせください。 

お問い合わせ・お申し込みともに下記まで。 

グローバルアウトドアクラブ 

９月11日(火)から受付 

電話(０７５)２３１－４３８８ 

スイミング・体育 

９月11日(火)から受付 

電話(０７５)２５５－４７０９  

 

４．ボランティアセミナーのご案内 

がん患者さんとそのご家族へ 

 第６７回 苦しみ、悩み、不安を共有しませ

んか。 

この会は患者さんとそのご家族が抱いてい

る苦しみや悩みについて、患者さん同士、そ

のご家族同士が話し合い、がんとうまく付き

合うための情報交換の場です。 

日時 ８月１８日(土) 午後７時～９時 

場所 京都ＹＭＣＡ(三条柳馬場) 

参加費  お一人 ３００円    

お申込は京都ＹＭＣＡ 電話（075）231-4388 

または vb@kyotoymca.or.jp 

 ９２年前の六

甲山におい

て、YMCAが

日本で組織的

な教育キャン

プをはじめました。それ以来多

くの青少年を育くんできまし

た。今夏も全国各地で幼児、

小学生から高齢者の方々の

キャンプなど多くのキャンプが

運営されています。病気の子

どもたち、障がいのある子ども

たち、東日本大震災による被

災者の方々のキャンプも多く

行われています。更には

YMCAのキャンプ施設は勿

論、行政機関からの指定管理

者としての施設運営という立場

でキャンプの受け入れも行わ

れています。また、地域の団体

や行政機関、企業の方々との

共同事業としてキャンプを行っ

ています。 

 そこでは、自然体験活動を

中心とした活動を通して、「人

間関係の大切さ」「自分を大切

にすること」「命の大切さ」など

多くのことを学びます。そして

YMCAの大きな特長として、参

加したメンバーだけでなく、

リーダーをはじめ様々なボラン

ティアの方々を巻き込んだ形

で多くのこと得て成長します。 

 この春に実施した全国のキャ

ンプの一つで、被災しご両親

を亡くした高校生が、同じくご

両親を亡くした小学生の女の

子がキャンプで元気で前向き

でいることに励まされ、それま

でこの一年間、いわゆる「保健

室登校」で、前に進むことがで

きなかったのが、「この１学期

は積極的になり、勉強にも励

み見違えるようです。」と学校

の先生から、そのキャンプを担

当したスタッフに感謝と報告の

お電話をくださったそうです。 

 このようにキャンプには大き

な可能性があります。これから

もその可能性や成長、感動の

一端を少しでも皆さんにお伝

えできればと思いますと同時

に、お支えいただいていますこ

とに心から感謝いたします。 

 

 １日(水) 通常例会 

  19:00 グランドプリンスホテル 

 ２日(木) 

 ～５日(日) 第70回 国際大会 

  ノルウェイ スタバンゲル 

２２日(水) 納涼例会 

  19:00 アサヒビアホールスパード

ライ 

２４日(金) ＣＳ・環境事業懇談会 

  19:00 京都ＹＭＣＡ 

２９日(水) 役員会 

  19:30 京都ＹＭＣＡ 

 

８月 スケジュール  

承認された事項 

■納涼例会登録費 

  メン：無料  メネット：３千円 

  ゲスト：５千円 

 

２９日  金丸 太一郎 

 

今年のブリテンの係りを仰せつかって１ヶ月。改めてメン

バーのブリテンに対する関心を疑いたくなります。なにせ原稿の

集まりが超悪い。ブリテンの編集は森Ｙ’sにお願いしているのですが、こ

れってけっこう時間かかるんですよね。一応、次の月の第一例会に間に合わす様

に努力しているので、原稿を依頼されたメンバーの方は、その月の２５日までに

は、必ず僕の所にメールでお願いします。 


